
算数科の学習過程について 
研修部 三重野 

算数科の学習は、１時間での課題解決が基本！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「問題」から「まとめ」までを３５分、「まとめ」「習熟・振り返り」で１０分が目安。 

問題 

課題 

ゴール 

見通し 

個人思考 

集団解決 

まとめ 

習熟 

振り返り 

児童の「問い」や「ズレ」を引き出す工夫 

１選択肢、２隠す、３間違える、４情報過多、 

５情報不足、６分類、７位置・配置の変更、 

８順序の変更、９図や絵に置き換え、１０仮定する 

ゴールの提示について 

○課題を達成した姿 

挑戦 達成したことを説明したり、教えたりする姿 

２つの見通し 

１結果の見通し（予想）、２方法の見通し 

 ※もたせすぎ注意！対話の必要性を確保する。 

個人思考の時間のおさえ 

問題の解決に挑戦させる時間。 

考えが不完全だったり、誤っていたりして良い。 

思考を促す声掛けの工夫 

・復唱、補足、言い換え、気づき、揺さぶりなど 

・帰納、演繹、統合、発展、単純化、一般化など 

まとめを子どものものにするために 

・板書されたキーワードの確認 

・書き出しだけ提示する 

・穴抜きで提示し、完成させる 

・誤ったまとめを提示し、正しく訂正させる 

資質・能力と習熟問題の関係性 

知識及び技能 

 ⇒学習内容の確実な定着を図る（練習問題） 

思考力・判断力・表現力等 

 ⇒考え方が見とれるような問題（考えの説明） 


